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設置マニュアル
AEG製電気食器洗い機
FSK93800P
Installation manual for  
AEG Dish-Washer, FSK93800P

AEG 製電気食器洗い機を購入、設置される前に

設計者／製品の据え付けをされる方へ

製品を使用される方／管理される方へ

■製品の性能を十分発揮させる為に、必ず本設置マニュアル通りの設計、本製品の設置、試運転を行ってください。
■本設置マニュアル通りの設置を行わなかった場合、漏電、感電、火災など重大事故につながるおそれがあります。
　本マニュアルに従わずに発生した事故、損害については、当社は一切責任を負えません。
■本製品の設置後は、本マニュアルを捨てずに、必ずご使用される方、または製品を管理される方にお渡しください。
■各工事は、水道法、建築基準法、各条例など、法規に準じて行ってください。

■転居や製品の移設をされる場合の設置時に必要となりますので、“取扱説明書”とともに、大切に保管してください。

 警告　ご確認ください。
【電源/回路】
　本製品は、単相200V・20Aの本製品専用の回路と漏電しゃ断器を必ず必要とします。また、電気設備技術
基準等関連法令規則等に従い、『法的有資格者』による電気配線工事、アース工事（D種接地工事）が必要
となります。

【水道水圧/給水栓の分岐について】
　本製品は、0.05-0.8MPaの範囲の水道水圧でご使用頂けます。給水栓を分岐されていると、本製品への給水
時、水道水圧がご使用頂ける範囲より下がってしまい、正常に給水されず、エラー表示されることがあります。
水道水圧および給水栓の工事については、各自治体もしくは水道工事店にお問い合わせください。

【給水接続】
　本製品は、余熱乾燥方式を採用しており、乾燥時に水冷凝縮方式で乾燥効率を上げております。その為、余
熱乾燥時にお湯が入ってしまうと、より乾きが悪い状態になります。必ず給水接続を行えるようにしてください。

【一般家庭用の製品です】
　本製品は一般家庭で使用する事を想定されて設計されています。業務用にはご使用になれません。一般家
庭用製品を業務用途でご使用された場合、早期故障、故障による水漏れなどの原因となります。絶対に使用
しないでください。
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安全上のご注意

設置上のご注意

同梱されているパーツについて

以下に示す注意事項は人への危害、財産の損害を防止するためのものですので、必ずお守りください。
図記号の詳しい説明は以下の通りです。

 警告 この図記号を無視して、誤った取り扱いをす
ると、『人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される』内容を示しています。

この図記号は、必ず実行しなければならない
『強制指示の行為』内容です。

 注意 この図記号を無視して、誤った取り扱いをする
と、『人が傷害を負う可能性及び物的損害の
みの発生が想定される』内容を示しています。

この図記号は、してはいけない『禁止の行為』
内容です。

 警告

 注意

  ＂ご確認ください＂に記載されている電源および回路、水圧、接続に関する警告をお読みください。
  設置が適切でない場合、漏水、漏電、火災などの重大事故につながるおそれがあります。また、電源回路の容
量不足や、据付工事の不備により、感電、火災の原因となります。
  電源プラグ（250V/20A）に合う専用コンセントを単独で使用してください。
  電源電線及びアース線について、プラグを外して直結しないでください。漏電、ショートなどによる感電、火災の
原因となります。
  アース接地工事、接続、固定などが不完全な場合、故障、漏電時に感電など重大事故につながるおそれがあります。
  絶対に分解・修理・改造を行わない。火災、感電、けがのおそれがあります。
  水滴がかかる所、地下室など、湿気が大量に発生する場所には絶対に設置しないでください。絶縁不良、サビ、
接触不良、漏電、火災につながる恐れがあります。

  設置先のキャビネット部側板、ワークトップ／カウンターがしっかり固定されていて動かない事を確認し、本製品
使用時に倒れないようにする。故障、破損、けがなどの原因となります。
  システムキッチンにビルトインする際は、本製品が接触する部分へ保護や養生を行ってから作業を行う。
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※同梱されているパーツは予告なく変更となる場合があります。不
明なパーツがある場合は廃棄せず、弊社までお問い合わせください。

※Air Dry機能が搭載されている
本製品では使用しません。
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設置に必要な開口寸法について

隣接するキャビネットに必要な設備および寸法について

 注意

 注意

カーペット、フローリングなどを製品設置後に後貼りした場合、設置した面と引き出しする正面側に段差が出来ます。
修理や点検の際に製品を引き出せず、改修工事が必要になる等の問題が発生しますので、絶対に行わないでください。

本製品の背面側に給排水設備を設けない。
故障、漏水が発生した場合、ご使用者様自身が給水栓を閉め、拡大被害につながらないようにする為、必ず本製
品の左右に設備を設け、目視点検が行えるように設計してください。
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【隣接するキャビネットの加工例］

食器洗い機を設置する
キャビネット側

食器洗い機を設置する
キャビネット側
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給水・排水・電源設備のレイアウト
  給排水工事は、水道法、建築基準法、各条例等の法規に準じて行ってください。
 注意 設備は万が一のトラブルに備え、必ず目視出来る場所にレイアウトする。

排水ホース

排水管
FL400～500mm立ち上げ

給水管
FL500mm立ち上げ
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ホース・電源
引込み穴

シーリングプレート

排水管アダプター

スクリュージョイント
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排水ホースの接続
①排水管アダプター↔︎排水管が接する部分に耐熱性
の接着剤などを塗り、しっかり差し込んでください。

②排水ホースの先端から100㎜程から最大で150㎜、
排水管アダプターの穴に排水ホースを差し込んでく
ださい。

③排水管アダプターと排水管を、図のようにビニール
テープで抜けないように固定します。

④排水管と排水ホースを図のようにＵ字型にしてとめ、
ビニールテープまたはインシュロックで固定します。
この時、排水ホースの頂点が本製品を設置した床
面から、最大で600㎜までの高さに収まるように固
定してください。

 給水ホースの接続
・給水設備
1/2"カップリング付横水栓
7030-13（カクダイ）またはJY30J-13（三栄水栓）
※接続の際、タケノコ（ホース口）は外します。

 電源設備
 警告  

アース接地工事が不完全な場合、故障、誤作動、漏電時に感電
するなど、重大事故の原因となります。

・単相200V、20Aの専用回路と漏電ブレーカーが必要

・アース付コンセント
　WKS294（露出型・パナソニック株式会社）
　WN1932（埋込型・パナソニック株式会社）

・コンセントの位置は、万が一水漏れが発生した場合でも水が流
入しない箇所に設置してください。

 注意  
給水管の立ち上がりは、床面より500㎜必要です。
※高さが足りない場合、給水ホースにストレスが掛かり水漏れなどの原
因となります。給水ホースの接続向きは必ず図の通りに行う必要があ
ります。横向きや下向きなどで接続すると、漏水時にアクアコントロー
ル機能が正常に働かず、拡大損害につながるおそれがあります。

 注意  
排水管（VP40）の立ち上がりは床面より400㎜〜500㎜必要です。
※立ち上がりが不十分な場合、ホース類が届かない場合があります。ま
た、正常な運転が行えずエラーが表示される、必要以上の負荷による
早期故障等、不具合の原因となります。
※水栓とスクリュージョイントとの間にパッキンが入ります。

③

④

①

②
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図をスキャン
してください

図をスキャン
してください

図をスキャン
してください
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設置手順
 本製品の設置には、トルクスドライバー(T-20)、マイナスドライバーが必要となります。
　製品を設置する際には、必ず手袋などを使い、怪我をしないように注意してください。

₁ 本体の高さ、水平調整

₂ ドア材金具を取り付ける前に

カウンターの開口寸法を確認し
ます。マイナスドライバーを使
い、前脚、後ろ足の高さを合わ
せ、水平に調整します。

本製品に付属されている【ドア
材取付け用型紙】を、ドア材裏
面に当て、ドリル(φ2×10)で
下穴(貫通しないようにご注意く
ださい)を開けます。
本製品はドア材の寸法を最大
820㎜(調整脚を最大まで引き出
した場合、最大で825㎜)、重量
を2〜10kgまで設定出来ます。
但し、ドア材の寸法によっては
タイムビームを目視出来なくな
ります。詳しくはP.10をご確認く
ださい。
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₃ ドア材への金具類の取り付けについて

₄ フィラーについて

Option “a”　ドア材のハンドルを取り付けたネジの山が2㎜以下の場合はⒶ、Ⓑをそのまま取り付けします。更にⒸ
の金具を、Ⓔで取付けします。

Option “b”　ドア材のハンドルを取り付けたネジの山が2㎜以上の場合は、同梱されたⒾのワッシャーをⒾ→Ⓐの
順番に取付けし、Ⓑで取付けします。更にⒸの金具を、Ⓔで取付けします。

カウンター下の開口寸法を確認し、Ⓝのフィラーを本製品の両サイドに歪まないように取り付けします。
 注意 フィラーは本製品の頂点から40㎜下の位置に貼り付けてください。この後に続くⓁのシートが当たると正しく収

まりません。
※フィラーは、開口寸法が狭い場合、使用出来ないことがあります。無理に取付けせず、両サイドのキャビネットとの間
の隙間が大きくなる場合に取り付けてください。

₅ カウンター裏の養生
Ⓛのシートを取り付けます。カウンター裏をしっかり拭き取り、油汚れなどを取り除きます。
Ⓛのシートの中心を基点に、Ⓨの開口寸法幅を等分します。
次にXの寸法を測り、図のようにはさみで水平にカットしカウンター裏に貼り付けます。
シートを折り曲げて側板に貼る際、角に隙間が出来ないように、定規などを当てながら貼りつけてください。
 注意 図のように、側板に折り曲げて取り付ける場合、条件によっては両サイドが引き出しなどになる場合があります。

この場合は、開口寸法より左右各－1㎜ずつした長さでカットして取り付けしてください。
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絶対に指を入れない

₆ 本製品へのドア材取付けおよび作業

₇ カウンター下設置後の調整

ドア材を本製品に仮取付けします。

ホース類を押し潰さないように
ゆっくりと奥へ押し込み、ドア材
と左右キャビネット、ドアなどと
の隙間が等分になるように調整
し、調整脚を上下させて微調整
を行います。

Ⓓのネジを2つあるうち、下の
穴からゆっくり差し込んで時計回
りに回してください。
 注意 絶対に電動ドライバー

を使用しない。めねじ
のネジ山が潰れて取り
付け出来なくなります。

次に、ホース類を束ねたホルダー
を外し、カウンター前まで本製
品を移動させます。
切り欠きからホース類を引き出
し、後ろ足に注意しながら、ゆっ
くり本製品を押し込みます。
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₈ 本製品の固定準備

�コンフォートリフトⓇを戻す

₉ 本製品のキャビネットへの固定

� 両サイドのドア ( 化粧板 ) との調整

コンフォートリフトⓇを持ち上げ、
最大まで引き上げます。
※この時点で本製品は固定されて
いません。手前側に倒れるおそ
れがありますので、注意して引き
上げてください。

コンフォートリフトⓇの持ち手を掴み、ゆっくり下
に下ろして庫内に収めます。

本製品の両側面が木材仕上げの場合、図の位置にある樹脂パーツの中央を、穴を開けてからⒽのガイド、Ⓖのネ
ジを回して、キャビネット側板に固定します。

₆で仮取付けしたドア材の高さを調整します。Ⓓのネジを反
時計回りに少しだけ回し、ドア材を下から持ち上げてしっかり
締めて固定します。
最後にⒻのパーツで穴を塞ぎます。
 注意 ドア材固定用の穴に指を入れると、落下した際にケガ

をします。絶対に指を差し込まないでください。
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■で色のついた寸法は巾木にカットが必要となります。
本製品にて、タイムビームを使用しない場合のドア材最大寸法は825㎜(*2)です。
825㎜を超えてドア材を作成すると、ドア材の下端が本製品に当たり、ドアが完全に開きません。また、ドア材が当
たる事が原因で、ドアヒンジの破損に繋がりますのでご注意ください。

【寸法出しチャート】　図の中で(a)寸法と(b)寸法の交わる位置が(x)寸法となります。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

0 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 105 105 105 105

10 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 105 105 105 140

20 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 105 105 130 140

30 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 105 120 130 140

40 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

50 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

60 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

70 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

80 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

90 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

100 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 143

110 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 135

120 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 135

130 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 130

単位：㎜a

b X

(*1) 垂直に置ける離隔距離は(a)0-100mm、(b)0mmとなり、この場合は3mmの隙間が必要になります。
(*2) 本体の調整脚を全て引き出した場合、ドア材の最大寸法は825mmまで調整できます。
 注意 離隔距離や立ち位置によって、タイムビーム（運転の残り時間の目安を床に表示する機能）が見え辛くなる

場合があります。

�  ドア材のサイズについて
ドアの寸法を設定する際、ドア材と垂直に巾木を置く事が出来ます（*1）が、必ずドア材と巾木の間に最低3mm以
上の隙間を作る様に設計してください。

（例：(a)40mm, (b)0mmの場合、(x)40mm-3mm＝37mm

600mm min.

ドア材最小寸法 680mm ドア材厚さ 16～25mm

ドア材最大寸法 820mm（*2） ドア材重量 2～10kg

ドア材幅 596mm

 注意  ドア材の寸法、巾木の位置と寸法でタイムビームを目視出来ない場合があります。
例：本製品が898㎜の高さのカウンターに入る場合
898㎜ー825㎜＝73㎜…(a)
チャート内(a)70㎜の場合、(b) 寸法は0 ～130㎜の間に巾木を設定出来ますが、タイムビームを目視する場
合は、(b) 寸法が50㎜以上必要となります。この時、巾木の高さは70㎜で設定が可能です。
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点検箇所 チェック事項 参照ページ チェック

設　置

防湿シートやフィラーの取り付けは適切にされていますか？
洗浄中や乾燥工程中に発生した蒸気がカウンターなどに直接当たり、カウンター・
キャビネットなどが劣化します。必ず取り付けを行ってください。

7ページ

本体は水平に固定されていますか？
設置が適切でない場合、本体が歪み、洗浄時に発生する蒸気の漏れや漏水、早期
劣化の原因となったり、本製品付属の固定金具が当たるなど、不具合の原因となり
ます。

6ページ
9ページ

接　続

ホース類に水漏れはありませんか？
折れ、ねじれ、水経路上にストレスが発生するような曲がり方、本体接触による押し
つぶし等があると正常に給排水が行えず、故障や水漏れの原因となります。

5ページ
8ページ

給水ホース⇔給水栓などの接続部の増し締めは行いましたか？
しっかり締め付けていないと、水漏れの原因となります。蛇口を開けて、水漏れがな
い事を必ずご確認ください。

5ページ

給水管の立ち上がりは床面から500㎜ありますか？
立ち上がりが無い場合、給水ホースの接続が行えない、給水ホースへの異常なスト
レスによる早期劣化破損や、漏水発生時に安全装置が働かず、周囲設備側へ漏水
による拡大損害等が発生する原因になります。
必ず本設置マニュアルの通りの立ち上がり、給水ホースの向きで設置を行ってくだ
さい。

4ページ
5ページ

排水管の立ち上がりは床面から400 ～500㎜ありますか？
排水ホースを延長しての設置は、継手部分から漏水が発生する可能性があるので
行わないでください。弊社指定の施工を行って設置してください。

4ページ
5ページ

単相200V・20Aの専用回路と漏電しゃ断器を設けていますか？
100Vでは正常に動作しません。また、本製品のプラグを勝手に変更する、直結で
接続する等、設置マニュアル記載以外の方法で設置する事を禁じます。

1ページ
5ページ

【法的有資格者】によるアース工事及び電気配線工事を、電気設備技術基準等関連
法令規則等に従って行いましたか？
電気設備が適切でない場合、漏電、火災等の重大事故に繋がるおそれがあります。

1ページ
4ページ
5ページ

必ず、設置後に給排水や洗浄、プログラムの設定やキャンセルが正常に行える事を確認し、水漏れが発生していないか確認を
行ってください。

試運転

1. 給水栓を開きます。
2. 排水管に排水ホースがしっかり差し込んである事を確認し、電源ボタンを押して
電源を入れます。
　※電源ボタンおよび操作パネル類は製品のドア部分天面にあり、ドアを開いた

状態の時のみボタン操作を受け付けます。
3. ∧もしくは∨のボタンを押しながら、”30 Minutes 60°（30分コース洗浄）”のコー
スを、OKボタンを押して設定し、ドアを閉めて試運転を行います。
※ドアを閉めると排水、給水動作をしばらく行いますが正常です。表示LED は消灯
します。なお、30 分の表示は、おおよその目安の時間となり、試運転環境により終
了時間が前後します。
4. コース終了後、Air Dry機能によりドアが自動的に約10cm開くか確認してください。
蒸気が防湿シートに触れて結露しているため、柔らかいタオルなどで拭き取って
ください。
5.スプレーアームに緩みが無いかを確認し、庫内底面のゴミフィルターの破損が
無いかを確認します。

ー

試運転完了後、引き渡しまでに時間が空いてしまう場合は、給水栓の閉栓やドアをしっかり閉じる等、万一の
水漏れ事故発生時に備え、安全を確保してください。

必ず試運転をし、動作チェックを行ってください
製品の引き渡し時にご使用者様にチェックした内容が分かるようにお渡しください。
万一、設置等に不備があった場合、当社では一切の責任を負いません。
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エレクトロラックス・ジャパン株式会社
メジャーアプライアンス事業部

●本製品についてのお問合せは

東　京　〒105-0011 東京都港区芝公園 2-4-1 芝パークビル A館６F
　　　　TEL（03）6743-3070　FAX（03）3434-4123
　　　　http://www.aeg-jp.com

TH362017

本製品をご使用者様に引き渡す際、必ず以下の点
を取扱説明書および本設置マニュアルに記載のう
え、お渡し頂きますようにお願いします。
　　 ・PNC（プロダクトナンバーコード：11桁の

数字のみで構成された番号となります。）
　　・S.N.（シリアルナンバー：8桁の数字のみで

構成された番号となります。）
　　・本製品をご購入された販売店名および日付

の分かる書類の原本
　　　【例】納品書、領収書など
　
シリアルナンバー記載箇所について
①本製品のドアを開けます
②左図の位置にPNC、シリアルナンバーが記載さ
れています。

本製品は特定保守製品です。
◦本製品は消費生活用製品安全法で定められた特定保守製品です。
◦特定保守製品とは、消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる経年劣化により安全上支障が生じ、一般
消費者の生命又は身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれが多いと認められる製品であって、使用状況等か
らみてその適切な保守を促進することが適当なものとして政令で定めるものをいいます。

◦本製品付属の本マニュアルおよび取扱説明書、特定保守製品所有者票は、必ず特定保守製品取引事業者様や関
連事業者様より、消費者、賃貸業者など製品の所有者（以下ご使用者様）にご説明のうえお渡しください。
　所有者票の代行記入などを行う場合は、ご使用者様の同意がある場合等が条件となります。
　このため、必ずご使用者様本人の同意を得てから行ってください。
◦本製品を取得された方は、特定保守製品の輸入事業者に対する所有者情報の提供に協力する責務があります。
　詳しくは本製品付属の取扱説明書、または当社ウェブサイト（下記参照）をご確認ください。

設備点検確認者： 機器点検確認者：

PNC： S. N.：

【シール貼り付け位置】

AR（COCOAR2）をご利用ください
本設置マニュアル5ページの1〜3は、ARで設置時の作業動画を観ることができます。

【COCOAR2のご利用方法］
1： カメラ付きのスマートフォンやタブレットなどの端末に、iTunesまたはGoogle Playで「COCOAR2   」のアプリを

ダウンロードしてください。
※「COCOAR」と「COCOAR2」がございますので、必ず「COCOAR2」をお選びください。

2： COCOAR2のアプリを起動し、画面中央部のサークル内に、5ページの1〜3それぞれの図面を収めてスキャン開始。
3： 「スキャン中です」という文字と共にバーがスクロールしている間は、そのままお待ちください。
4： 「スキャン完了！」という文字が表示されたら、作業動画が再生されます。また、図面から端末を離しても大丈夫です。

※動画の再生が始まったら端末を横にして大きなサイズでご覧いただく事も出来ます。


